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１．授業のねらい・概要

必修英語・選択英語を学習後，総仕上げとして英語学習を追求したい学生のための講座。語学検定試験の合格，読

解力や会話力の向上など受講生がそれぞれの目標を持ち，今の自分のレベルを上げていく事を望む。特に一年次・二

年次アドバンスコースで学習した学生へ引き続きの履修を求める。

２．授業の進め方

大学入学後２､３年経過し，英語に対する意識は高まり，能力は向上したはずである。「語学検定対策講座」では試

験合格を強く意識させた。しかし，この講座では実用的な英語を習得し，英語の世界に楽しさを見出せるように興味

深い話題を取り上げ，さらに視聴覚教材を用いる。

３．授業計画

１．Introduction

２．イチローの 8 番で

３．節約観光列車－おもてなしの工夫

４．1 型糖尿病患者を救いたい

５．飼料高騰にライ麦

６．ウクライナ避難者に寄り添う

７．横田滋さんの活動とレガシー

８．英語を始めた被爆者

９．知られざる北斎の魅力

10．宇宙開発ボードゲーム

11．18 歳選挙－若者の意識改革へ

12．筑前琵琶－イタリア人職人の思い

13．日韓の架け橋になりたい

14．タンザニアリケジョ来日

15．人種差別をなくす

４．準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

前回の授業内容の復習や予習に関して少なくとも 1 時間費やし，内容の理解や語彙力の向上に努めること。

５．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法

小テストの解答は，授業中に解説する。最終試験実施の後，解答を提示版に掲示する。

６．授業における学修の到達目標

受講生それぞれが最初に設定した目標を達成することを常に意識させる。頻繁に達成度合いを確認していく。

７．成績評価の方法･基準

授業の参加度(30％)，小テスト(30％)，最終試験(40％)の結果によって判断する。

８．テキスト･参考文献

NHK NEWSLINE SPECIAL EDITION (KINSEIDO)

９．受講上の留意事項

現在の自分のレベルを上げるために努力すること。辞書を持参すること。アドバンスコースを履修していなかった

学生は，事前に担当講師へ申し出ること。

10．「実務経験のある教員等による授業科目」の該当の有無

該当しない。

11．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目との関連            上記の「科目カテゴリー」欄の記載のとおり。


